
 

 

日時 ４月１８日（月）１８時３０分～２０時１０分 

完全オンライン（当日の ZOOMは以下からご参加下さい） 
 

 
 

 

講   演   

 

完全オンライン 
（Zoom） 

スケジュール 
18：30～  開会あいさつ 

18：35～ 講演 

 19：35～ 質疑応答・意見交換 

20：05～ 閉会あいさつ 

20：10  終了 

  

 

 

プロフィール 

防衛ジャーナリスト。 

元東京新聞論説兼編集委員。獨協

大学非常勤講師、法政大学兼任講

師。防衛省・自衛隊、在日米軍につ

いて多くの論考を発表している。2007

年、東京新聞・中日新聞連載の「新

防人考」で第 13 回平和・共同ジャー

ナリスト基金賞（大賞）を受賞。著書

に、「零戦パイロットからの遺言－原

田要が空から見た戦争」（講談社）、

「日本は戦争をするのか－集団的自

衛権と自衛隊」（岩波新書）、「僕たち

の国の自衛隊に２１の質問」（講談

社）などがある。 

主催団体 民主法律協会・大阪社会文化法律センター 
大阪弁護士九条の会・青年法律家協会大阪支部 
自由法曹団大阪支部 

連絡先  民主法律協会  

〒530-0054 大阪市北区南森町 1-2-25 南森町ｉＳビル 7階 

TEL：06-6361-8624 FAX：06-6361-2145  

       

参加費 無料 
 

 

 ２０２２年２月２４日、ロシアによるウクライナへの侵攻が開始され、国際人道法に反して、民間人に対しても

激しい攻撃が繰り返されています。この機会に乗じて、日本国内では、「憲法９条では国が守れない」、「改憲

すべきだ」という声が勢いを増すとともに、核共有論や敵基地攻撃能力の保有に関する議論まで起こっていま

す。今回のロシアによるウクライナへの侵攻が日本国憲法や国際平和の構築にどのように影響するのか、安

全保障、防衛政策に精通する半田滋さんに、「ウクライナ問題と日本国憲法への影響」というテーマでお話し

いただきます。 

  

「ウクライナ問題と日本国憲法への影響」 

 半 田   滋 さん （元東京新聞論説委員） 
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【当日の ZOOM】 

下記 QRコードからご参加いただけます。 

 
 

Zoomの「参加」から下記ＩＤとパスコードを

入力する方法でもご参加いただけます。 

ID：892 2019 6985 

パスコード：602635  

 

※当日は、氏名（所属）を明らかにしていただ

きますよう、よろしくお願いいたします。 


